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3C 3D 3E

自主プログラム4『グ
リーフについて知り
大切なものとのつな
がり方について考え
る』▽グリーフを受け
止め再生にかかる
時間や過程、予防の
実践報告
企画責任者：竹縄
佳子

3F

304教室 305教室 306教室303教室

メインホール 大講義室 中講義室 3B

■一般演題【心理
育】�▽永井孝一朗
▽松岡美智子▽西
田祐紀▽三良貴代
美▽小沢暁吉

ランチョンセミナーⅠ
▽知ってほしいSST
の魅力-

講師:高野隼
座長:渡邉博幸
��大塚製薬

大会シンポジウム□
あなたの知らないぴ
あの世界□司会：向
谷地生良▽シンポジ
スト：高橋美久▽増
川ねてる▽伊藤知
之
����大企

教育講演Ⅰノンフィク
ション▽精神科リハ
ビリテーシ ョンの未
来
座長:肥田裕久演
者:内野俊郎

9

302教室HANADA HALL 大会議室307 中会議室308

10

11

特別講演▽�一般公
開講座講師：北澤
豪★障がい者ス
ポーツの持つ力－共
生社会の実現に向
けて－

12

13

14

15

16

自主プログラム8地
域活動支援センター
と精神科病院の交
流から生まれた元
気・勇気・自信が生
まれる音楽交流会
~仲間とともに楽し
もう！祭りだわっしょ
い！
企画責任者

関野　鈴

自主プログラム9
知ってナットク！！施
設基準の管理と運
用ー令和6年度診療
報酬改定後の影響
から

企画責任者
和田�幸恵

自主プログラム10
メンタルヘルスと多
様性の交差
ー精神疾患・発達障
害のあるLGBTQの
視点からー

企画責任者
松本�武士

自主プログラム11
「人権」は爆発だ！~
治療や支援に潜む
加害性について考え
てみませんか？~

企画責任者
須田�竜太

研修セミナーⅠ『障害
者権利条約』▽障害
者権利条約の対日
総括所見と精神保
健福祉法改正
講師:池原毅和
担当:彼谷哲志
����大企

大会特別講演友達
作りのSSTプログラ
ムUCLAPEERS
講師:山田智子座
長:土屋�徹
����大企

自主プログラム1
『運動課題と認知課
題の多重課題プロ
グラム』
▽CATはボールとお
手玉を使った多重課
題に取り組む認知機
能を活性化するプロ
グラム
企画責任者：木納
潤一

自主プログラム2
『当事者参画のこれ
からを考える』▽行
政会議委員経験を
有する当事者が(1)
当事者委員として
(2)当事者参画を推
進するための経験
企画責任者：山田
悠平

■自主企画▽るえ
か式心理実践練習
発表者:
木村尚美

心理教育・家族教室

ネットワークシンポジウ

ム▽座長：後藤雅博

▽福井里江▽オープ

ニング：池淵恵美▽演

者：伊藤順一郎▽中

谷真樹▽西尾雅明▽

リフレクティング：今井

正▽中岡恵理�他

�����大企

■一般演題
【プログラム】

▽濱田真紀子▽持
田怜▽橋爪卓▽加
藤真二▽

■一般演題【支援
①】▽大原さやか▽
中原さとみ▽足立千
啓▽橋詰幸輝

自主プログラム8
『FACEDUOを使い
こなそう』▽
FACEDUOの使い方
新発見！基本的な使
い方を学ぶ▽応用
編としてビックリする
ような新技術も
発表:時田陽介

自主プログラム3
『スティグマ克服と
精神障害者家族の
レジリエンス』▽家族
としてスティグマに
どう向き合いどう対
処してきたのかの体
験を共有する。
企画責任者：小松
容子

ランチョンセミナーⅡ
▽家族教室を広げ
たい家族たちの声を
届ける
講師:木村尚美座
長:後藤雅博
��中島映像

懇親会 

お知らせ 
▶クローク１F　受付２F 
　　9:00～17:00 ▶ポスター掲示12:00～ 

▶総合案内所 
　大会本部３A（３０１教室） 

時間◆◆◆18:30～ 
場所◆◆◆スモールワールズ 
　　　　　　　　　　　　　https://smallworlds.jp/ 

▶グラウンド 
　ソーシャルフットボール 
　　トレーニングマッチ 
　Espacio VS FC PORT 
雨天又その他諸事情により中止の場合あり 

予　告 



(株)MARS べてるの家
家族の部屋
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2024(令和6)年12月14日 (赤口)�土曜日

4F4A 4B 4C 4D 4E

403教室 404教室 405教室 406教室401教室 402教室

13

全国の障害者ピアサ
ポート研修報告会~
関東圏の実践者の
取組みを中心に~
▽企画責任者中田
健士

元々は1978年に、
浦河赤十字病院の
精神科を利用する統
合失調症等をかか
えた当事者達による
回復者クラブ「どん
ぐりの会」の活動が
端緒

浦河教会の旧会堂
で一緒に生活をしな
がら日高昆布の産
地直送などの起業を
通じた、社会進出を
目指すということで
誕生した。

■一般演題
【IMR】
▽山本�宜一▽佐藤
孝洋▽篠崎亜由美
▽片芝�智絵

■一般演題【多職
種】
▽中屋�隆誠▽上野
里絵▽久保田あや
▽髙瀬�裕子▽堤�茉
子

自主プログラム13
『東洋医学でこころ
もからだも健康に~
日常で役立つセルフ
ケアのコツ~』東洋
医学“心身一如”▽
生活習慣のコツセル
フケア▽企画責任
者：松浦�悠人

14

15

研修セミナーⅡ『自分
の実践を学会発表
で効果的な伝えるた
めのスキルアップ講
座』
企画責任者：山口
創生

自主プログラム12
『長期在院者の回復
に携わる支援者をエ
ンパワーするために』
精神病床長期在院
者退院や回復に向
けた支援▽支援者
苦悩エンパワーする
試み▽企画責任者
樽谷精一郎

子ども若者当事者研
究
▽参加グループ
・さっぽろ若者応援ネット
ワーク
・社会福祉法人静内ぺテ
カリこどもサポートほっぷ
・私立和光中学校
・子どもの当事者研究室
もしもし
・NPO法人青空保育ぺん
ぺんぐさ
・社会福祉法人浦河べて
るの家�他 16

■一般演題【ピア・支
援①】▽角田�秋▽
関本�朋子▽伊藤�知
之▽増川�ねてる

全国の家族大集合！
全国各地から集まっ
た家族たちで輪にな
り家族会の活動・家
族の思いの共有、こ
の先の家族の希望
などを語り合い、家
族同士のつながりを
作る機会としていき
たい。

9

10

11

研修セミナーⅢ『初
めての人も、知って
る人も、実践してる
人も、一緒に学びを
深めよう！』
企画責任者：
久永�文恵
須田�竜太

自主プログラム5『は
じめてのコンパッショ
ン・フォーカスト・セラ
ピー』コンパッション
フォーカストセラピー
の基礎から実践を紹
介▽
企画責任者：池田
直矢

自主プログラム6『と
なりのぴあさん』ー対
等でボーダレスな社
会活動の実践ー啓
発「となりのぴあさ
ん」の啓発活動を発
表▽
企画責任者：高田拓
実

12
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16

◆特別研修セミナー
精リハ学会30年の
歴史▽松為信雄▽
田中英樹▽安西信
雄

■一般演題【ピア・支
援②】▽石津紗希子
▽川乗賀也▽稲垣
晃子▽清水由香▽
有野雄大▽横手美
幸

より良い主体性（したい性）
のある生活を目指し て ~
LAIのメリット＆隠れTDを見
逃さない~講師:肥田裕久

14
学会シンポジウム▽
学会や研究への障
害当事者参加 現状
とその意義や課題に
ついて考える▽コー
ディネーター 坂本明
子▽岩崎香▽シン
ポジスト 桐原尚之
▽彼谷哲志▽山口
創生

SST普及協会シンポ
ジウム■SST最新の
姿▽丹羽真一▽安
西信雄▽千葉裕明
▽池戸裕子▽清水
有香▽蜂須賀益徳
▽吉田みゆき

■一般演題【支援
②】
▽西内絵里沙▽中
西清晃▽水野恵理
子▽榊遥奈▽吉田
光爾

15
■一般演題【支援
③】▽志村敬親▽鈴
木一広▽真下いず
み▽保科輝之▽堀
越翔

■一般演題【支援
④】▽中村絵美▽阿
部真貴子▽敦賀准
平▽片山優美子▽
大西真澄美▽太刀
川康知

自主プログラム19
「摂食障害をもつ人
の母親の生きづらさ
とリカバリー」摂食障
害は本人だけでない
▽日本社会の母親
に対する期待が大き
いこと当事者を探る
企画責任者：香月富
士日

自主プログラム20
「はじめよう！続けよ
う！IMR」IM精神疾患
を経験した人リカバ
リー情報や技術▽自
己管理する方法▽
実践報告▽最新話
題の情報提供
企画責任者：藤田
英美

野中賞IPPO賞◆日本
精神障害者リハビリテー
ション学会では野中猛元会
長のリハビリテーションの発
展とこの領域における研究
の発展を促し実施

12

自主プログラム17
「多職種アウトリーチ
が目指すものを共に
考えよう！」
企画責任者：西内絵
里沙

10

自主プログラム18
「ピアサポーターとの
共同創造事業の展
開」1）2018~
2020年度文科省
採択事業「障害者の
生涯学習活動への
地域包括的支援」他
企画責任者：田中
悟郎

13

ランチョンセミナーⅢ
「べてる40周年、
MARS15周年の歩
みとこれから」

教育講演Ⅱ▽おおし
ま先生といっしょ▽
演者：大嶋正浩▽座
長：角田秋

9
■大会長講演�火種
�屋�現在の精神科
医療に取り組む�▽
MC 肥田裕久▽キャ
スター小河原麻衣
▽コメンテーター内
野俊郎▽佐々毅▽
角田秋▽村本好孝
▽中田健士▽高橋
美久������大企

自主プログラム14
VR-SSTの活用（VR
を用いたSSTの活
用）�▽企画責任者：
高橋�恵�▽丹羽�真
一▽大西弘二▽高
野�隼▽時田�陽介

自主プログラム15
「立ち止まって支援
を深める至福の180
分~診察室で考え
ていること拡大版
~」
企画責任者：
土田�正一郎

自主プログラム16
「今こそ！パーソナ
ル・メディスン」
企画責任者：
坂本�明子

11

3D 3E 3F

HANADA HALL 大会議室307 中会議室308 303教室

メインホール 大講義室 中講義室 3C

304教室 305教室 306教室

【ポスター発表】 
時間◆◆◆13:00～14:00(No奇数) 
　　◆◆◆14:00～15:00(No偶数) 
場所◆◆◆２Fカフェテリア 

お知らせ 
▶クローク１F　受付２F 
　　9:00～17:00 
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■一般演題【調査・
研究】▽梅田典子▽
野中菜穂恵▽永田
真一▽五十嵐正悦
▽森田健太郎▽仁
科雄介

13

14

■一般演題【ピア・
支援③】▽升明とび
ら▽岡﨑幸治▽山
田彩加▽鶴田裕▽
杉本香

11

12

障害や疾病の経験
を持ち、その経験を
活かしながら、他の
障害や疾病のある
障害者の支援を行
うピアサポーター及
びピアサポーター障
害福祉サービス事
業所等の管理者等
の養成を図ること

1984年に設立され
た北海道浦河町に
ある精神障害等を
かかえた当事者の
地域活動拠点�社会
福祉法人浦河べて
るの家、就労継続支
援B型、生活介護、
グループホーム等を
運営

406教室

9

10

401教室 402教室 403教室 404教室 405教室

4F4A 4B 4C 4D 4E

全国の当事者大集合▽
全国のデイケア、福祉
事業所で行っているプロ
グラムや特徴的な取り
組みについてまとめ、そ
れぞれ発表していただ
く。発表形式は問わず、
動画、PPT、口頭など自
由に発表▽高橋美久▽
櫻田なつみ▽大喜田聡

等

べてるの家
▽「自分自身で、ともに」
－べてるの家当事者研

究
▽進行：向谷地生良▽
浦河べてるの家メン

バー�他

自主プログラム21
「リカバリー志向の伴
走型支援~IPS型就
労支援事業所と精
神特化アウトリーチ
型訪問看護ステー
ションの連携~」
企画責任者：大島

みどり

自主プログラム22
「CST-B~新しいコ
ミュニケーション及
び認知機能プログ

ラム~」
企画責任者：早川

佑治

自主プログラム23
プロジェクトZ~挑
戦者たち~「台場で
語り合う。“心理教
育”というものについ

て」
企画責任者：槇��貴

浩

【宣伝・告知】 【宣伝・告知】 

浦河べてるの家 
江東楓の会 
就労継続支援B型 
ムジナの庭 
おあしす福祉会 

（大学展示） 
東京有明医療大学 

高齢・障害・ 
求職者支援機構 

金剛出版 

中島映像 

MeijiSeika 
ファルマ 




